
模試と同傾向の出題 ～ベネッセ・駿台模試より～ 

英語 

センター試験・第 3 問 B 解答番号 32 

第 3 回ベネッセ・駿台マーク模試・第 3 問 C 解答番号 34

今回のセンター試験・英語の第 3問 Bは、昨年まで第 3問 Cで出題された形式で、ある課題

やテーマに関する話し合いの中の空所を埋める問題である。本問では複数の発言者間の意見の

相違をふまえて要点をまとめるなど談話レベルの英語理解力が問われた。特に最後の 32 に

おいては、発言者の表面的な文言にとらわれることなく、各発言に通底する真の意図をくみと

って話し合いの共通項を見つけることが求められた。 

一方、第 3回ベネッセ・駿台マーク模試・英語の第 3問 Cも同傾向の出題であり、やはり最

後の 34 において、話し合いに参加している 6 人 6 様の発言内容の根底に共通する事象を

まとめた選択肢を選ぶ必要があった。 

両者は具体的に設定された課題や目的、状況のもと、それぞれの発言内容の意図するものを

理解・整理して判断する必要があり、今後求められる英語力の方向性に沿った出題である。ま

た「英語（筆記）」の問題ではあるが「読むこと」にとどまらず、「話すこと」「書くこと」

の能力につながる内容である。日ごろの問題演習においても、論理的・批判的に思考・判断し

ながらコミュニケーションすることを意識して取り組むようにしておきたい。


